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小
型
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
多
く

は
、
ベ
ッ
ド
形
状
が
斜
め
に

な
っ
て
い
る
ス
ラ
ン
ト
ベ
ッ

ド
型
を
採
用
し
て
い
る
。
ベ

ッ
ド
ガ
イ
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
形
態
に
よ
り
、
２
条
、
３

条
、
４
条
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
形
態
は
ま
さ
に
、
高
効

率
化
を
目
指
し
た
汎
用
Ｎ
Ｃ

旋
盤
で
あ
り
、
各
社
と
も
独

自
の
機
能
、
操
作
性
、
安
定

化
を
売
り
物
に
ま
さ
に
世
界

を
席
巻
し
て
い
る
。
こ
の
ス

ラ
ン
ト
ベ
ッ
ド
型
の
特
徴
と

し
て

チ
ッ
プ
フ
ロ
ー

加

工
し
た
チ
ッ
プ
は

―

度

の
斜
面
か
ら
回
収

加
工

物
へ
の
接
近
性

加
工
物
の

着
脱
が
容
易

―
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
前
述
の
特
徴
を
生
か
し

て
、
チ
ッ
プ
コ
ン
ベ
ヤ
ー
で

の
切
り
く
ず
処
理
、
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
マ
テ
ハ
ン
に
よ

り
、
容
易
に
自
動
化
を
図
る

事
が
可
能
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
刃
物
台
の
タ
レ
ッ
ト
に

回
転
工
具
を
取
り
付
け
て
穴

加
工
、
タ
ッ
プ
、
ミ
ー
リ
ン

グ
加
工
を
行
い
、
１
回
の
チ

ャ
ッ
キ
ン
グ
で
ほ
ぼ
全
加
工

が
可
能
に
な
り
、
ベ
ッ
ド
形

態
を
問
わ
ず
、
タ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ス
ラ
ン
ト
ベ
ッ

ド
型

小
型
水
平
ベ
ッ
ド
も

含
む

に
は
、
ガ
イ
ド
に
リ

ニ
ア
ガ
イ
ド
を
採
用
し
て
い

る
機
種
も
多
い
。
こ
の
リ
ニ

ア
ガ
イ
ド
の
採
用
に
よ
り
、

工
作
機
械
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
「
位
置
決
め
精
度
」
が

上
が
り
、
ま
た
飛
躍
的
に
高

速
化
が
進
み
、
よ
り
高
効
率

化
が
進
ん
だ

図
５

。

　
以
上
、
ベ
ッ
ド
形
態
か
ら

Ｎ
Ｃ
旋
盤
を
概
略
解
説
し
た

が
、
各
社
各
様
で
ベ
ッ
ド
形

態
は
収
ま
り
切
ら
な
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
多
く
の
変
遷

を
経
た
現
在
で
は
、
Ｎ
Ｃ
旋

盤
の
２
極
化
が
進
ん
で
き
て

い
る
。
高
生
産
を
目
指
す
Ｎ

Ｃ
旋
盤
は
、
機
能
を
限
定
し

た
仕
様
で
安
定
し
た
精
度
を

保
つ
量
産
型
あ
る
い
は
専
用

型
。
ま
た
１
台
で
多
品
種
の

少
量
部
品
生
産
を
行
う
多
機

能
型
Ｎ
Ｃ
旋
盤
は
、
導
入
し

た
会
社
の
全
部
品
に
相
当
す

る
加
工
を
目
指
す
生
産
管
理

型
で
あ
る
。
多
機
能
型
機
械

は
、
旋
盤
と
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
融
合
し
た
機
械
、

旋
盤
と
研
削
盤
を
融
合
し
た

機
械
な
ど
、
人
間
の
手
、

目
、
知
能
に
代
わ
る
機
能
を

取
り
入
れ
て
い
る
。

　
舶
用
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
部
お
よ
び
ピ

ン
部
の
加
工
を
行
う
複
合
加

工
機
で
、
一
般
的
に
、
ジ
ャ

ー
ナ
ル
部
は
ジ
ャ
ー
ナ
ル
旋

盤
、
ピ
ン
部
は
ク
ラ
ン
ク
ピ

ン
旋
盤
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

た
旋
盤
で
加
工
す
る
場
合
が

多
い
。
こ
の
機
能
を
１
台
の

旋
盤
に
取
り
入
れ
、
ジ
ャ
ー

ナ
ル
加
工
用
往
復
台
、
ク
ラ

ン
ク
ピ
ン
加
工
用
往
復
台
を

備
え
た
複
合
機
で
あ
る
。
ま

た
、
機
械
形
態
は
水
平
ベ
ッ

ド
型
で
、
ワ
ー
ク
ベ
ッ
ド
、

サ
ド
ル
ベ
ッ
ド
を
持
つ
セ
パ

レ
ー
ト
ベ
ッ
ド
型
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
ル
部
の
加
工
は

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
を
回
転

さ
せ
る
一
般
的
な
旋
削
加
工

で
、
多
く
の
振
り
止
め
を
用

い
て
ワ
ー
ク
の
曲
が
り
を
防

い
で
加
工
す
る
。
ピ
ン
部
の

加
工
は
ピ
ン
部
を
所
定
位
置

に
割
り
出
し
た
後
、
ワ
ー
ク

を
固
定
し
ピ
ン
を
中
心
に
し

て
回
転
す
る
タ
ー
ナ
ー
と
呼

ば
れ
る
ド
ー
ナ
ツ
型
輪
転

半
割
２
体
型
で
、
加
工
時

は
１
体
型

の
内
側
に
へ
ー

ル
刃
具
を
取
り
付
け
て
加
工

を
行
う
。
ピ
ン
部
の
加
工

は
、
ワ
ー
ク
固
定
で
ツ
ー
ル

が
回
転
す
る
方
式
で
こ
れ
を

旋
盤
と
呼
ん
で
良
い
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
ピ
ン

レ
ー
ス

Ｐ
ｉ
ｎ
　
Ｌ
ａ
ｔ

ｈ
ｅ

と
呼
ん
で
い
る
。

　
こ
の
全
く
違
う
加
工
を
１

台
に
納
め
る
に
は
、
各
往
復

台
の
退
避
位
置
を
考
慮
し
、

サ
ド
ル
ベ
ッ
ド
全
長
は
、
ほ

ぼ
心
間
距
離
の
２
倍
が
必
要

に
な
る

写
真
３

。

　
ジ
ャ
ー
ナ
ル
お
よ
び
ピ
ン

加
工
の
仕
上
げ
精
度
は

以
下
の
真
円
度
、
円
筒
度

を
要
求
さ
れ
る
加
工
で
、
小

型

高
速
、
中
速
エ
ン
ジ

ン

の
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

は
研
削
加
工
で
仕
上
げ
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
大
型

船
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
に
用
い

る
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
ピ
ン
と
も
に

ヘ
ー
ル
バ
イ
ト
で
仕
上
げ
る

加
工
で
、
旋
削
加
工
で
あ
り

な
が
ら
前
述
の
仕
上
げ
精
度

を
要
求
さ
れ
る
も
っ
と
も
困

難
な
加
工
の
一
つ
と
言
え

る
。

　
前
述
の
仕
様
条
件
を
満
た

し
、
加
工
精
度
を
ク
リ
ア
す

る
に
は
、
次
の
仕
上
げ
技

術
、
加
工
技
術
、
静
圧
技
術

が
必
要
で
あ
る
。

手
仕
上
げ
に
よ
る
キ
サ
ゲ

作
業

　
各
往
復
台
の
ガ
イ
ド

長

手
方
向
と
横
方
向

と
サ
ド

ル
お
よ
び
ク
ロ
ス
ス
ラ
イ
ド

の
摺
動
面
は
手
で
仕
上
げ

し
ゅ
う
ど
う

る
キ
サ
ゲ
作
業
を
施
し
、
機

械
加
工
の
加
工
誤
差
を
修
正

す
る
。
ま
た
、
半
割
２
体
型

の
タ
ー
ナ
ー
で

以
下

の
加
工
精
度
を
出
す
に
は
、

キ
サ
ゲ
作
業
で
取
り
付
け
面

の
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
一

体
型
に
し
た
時
に
完
全
な
真

円
に
す
る
。
良
好
な
切
削
が

で
き
、
長
期
間
の
精
度
維
持

に
は
欠
か
せ
な
い
技
術
で
あ

る
。静

圧
技
術

　
一
体
に
し
た
タ
ー
ナ
ー
自

身
を
静
圧
軸
受
で
浮
か
せ
、

タ
ー
ナ
ー
自
身
の
質
量
お
よ

び
加
工
時
の
切
削
力
に
耐
え

る
静
圧
剛
性
が
必
要
。

ベ
ッ
ド
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ

　
サ
ド
ル
ベ
ッ
ド
、
ワ
ー
ク

ベ
ッ
ド
は
各
ベ
ッ
ド
の
ガ
イ

ド
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
全
長

１
万
６
０
０
０

の
一
体

型
に
組
み
立
て
る
。
各
ガ
イ

ド
の
研
削
加
工
お
よ
び
組
み

立
て
技
術
が
必
要
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
精
度

基
準
と
な
る
ベ
ッ
ド
は
、
焼

き
の
入
る
良
質
な
鋳
物
を
採

用
し
て
い
る
。
こ
の
解
説
に

つ
い
て
は
、
鋳
造
工
学
　
第

巻

２
０
１
２

第
７
号

「
工
作
機
械
の
鋳
鉄
品
」
中

野
俊
夫

池
貝
金
属

を
参

照
願
い
た
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
キ
サ
ゲ
作

業
に
つ
い
て
は
「
き
さ
げ
作

業
と
は
」
高
柳
稔

池
貝
相

談
役

の
解
説
文
を
第

回

日
本
国
際
工
作
機
械
見
本
市

の
当
社
ブ
ー
ス
に
用
意
し
て

い
る
。
今
年
は
創
業
１
２
３

年
に
当
た
り
、
７
月
に
は
、

当
社
国
産
第
１
号
旋
盤
が
日

本
機
械
学
会
よ
り
「
機
械
遺

産
」
の
認
定
を
受
け
た
。
今

後
と
も
Ｎ
Ｃ
旋
盤
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る

高
精
度
加
工
機
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。


